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安全 

プローブを正確かつ安全な状態に保つために、このセクションで指定されている注意事項に加えて、一

般的に受け入れられている安全手順に従う必要があります。本製品を組み込んだシステムの全体的な安

全性は、システム設計者の責任となります。 

シンボル 

これらの記号は、プローブとアクセサリ、またはこのマニュアルに表示され、安全上の重要な考慮事項

を警告します。 

 
高電圧による警告。 感電や火傷の危険があります。 

 
プローブの損傷やけがなどの人体への被害を与える可能性があり注意が必要です。人身傷害や

損傷から保護するために付随する情報に従ってください。 条件が完全に理解され満たされるま

で進まないでください 

 
静電気放電（ESD）に対する注意。静電気対策を講じないと、プローブに損傷を与える可能性

があります。 

注意 事項 

 

危険！感電や火傷による人体への被害を避けるため注意してください。 

 

全ての入力端子に最大定格を超えた入力電圧を加えないでください 本体オシロスコープの詳細につい

ては teledynelecroy.comの製品ページを参照してください。 

電圧 vs周波数のディレーティング特性に従ってください 高周波信号を測定する場合には注意が必要

です。 

プローブの接続や取り外しを確実にしてください 電圧源に接続する前に、入力リードなどの付属品を

プローブ本体に接続してください。 電圧を印加する前に接続が確実であることを確認してください。 

通電中は回路から入力リードなどを外さないでください。 

プローブ本体やケーブルは測定対象の回路から離してください アクセサリとして提供しているクリッ

プだけが高電圧ソースへ接触できる耐圧があります。 

プローブと互換性のあるアクセサリ以外は使用しないでください アプリケーションに適合したアクセ

サリのみを使用してください。 本書に記載されているアクセサリ以外のアクセサリを使用すると、感電

や火傷の危険があります。 

指はプローブアクセサリの指をガードより先に置かないでください。 

プローブのケースを取り外さないでください プローブ内部の端子に触れると感電する危険性がありま

す。 
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注意！プローブの損傷を避けるため注意してください。 

 

 

目的に沿って使用してください この製品は互換性のあるテレダイン・レクロイの機器とのみ組み合わ

せて使用されるように設計されています。指定外の方法で接続された機器および/または製品の使用は保

護機能が働かない可能性があります。 

強くプローブのケーブルを曲げないでください 

仕様で規定されている環境特性下で使用して下さい。 濡れた状態や爆発性の気体内で使用しないでく

ださい。 

製品の表面を清潔で乾いた状態に保ってください クリーニングを参照してください。 

故障が疑われる場合は操作しないでください 部品が損傷している場合は製品を使用しないでくださ

い。すべてのメンテナンスは資格のあるサービス担当者にお任せください。 

環境特性 

動作温度： 0 C～50 C 

非動作温度： -30～70°C 

湿度（動作中）： ≤85%の相対湿度 

湿度（非動作中）： ≤90%の相対湿度 

高度（動作中）： 3000ｍ 

高度（非動作中）： 12000ｍ 

設置場所： 屋内 
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製品概要 

T3HVD1500-70: 1500 Vピーク、 70MHz 

T3HVD1500-200: 1500 Vピーク、 200MHz 

T3HVD7000-100: 7000 Vピーク、 100MHz 

Teledyne Test Toolsの T3HVD高電圧差動プローブは、最大 200MHz帯域幅、最大+ 7000V(DC + Pk 

AC)の電圧、高速で正確な波形キャプチャ、±2%の測定精度、および低負荷効果を備えた広帯域幅のア

クティブ差動電圧プローブです。 

T3HVDプローブは、1MΩ BNC入力を持つオシロスコープで使用できます。 

 

 

主な特徴 

• 正確で簡単に電圧を測定 

• 200MHz の周波数範囲(T3HVD1500-200) 

• 最大±7000V までの入力範囲(T3HVD7000-100) 

差動入力範囲：±7000V 

コモンモード電圧：±7000V 

入力インピーダンス：40MΩ、2.5pF 

• 差動やシングルエンドとして測定可能 

• 1MΩの BNC コネクタを持つオシロスコープで

使用可能。電源用 AC アダプタ付属 

• 過電圧アラームとインジケータ 

•ノイズを抑えるための帯域制限 

アプリケーション 

• パワーエレクトロニクス 

• 多相モータードライブ 

• インバータおよび電力変換 

• 家庭用および産業用太陽光発電(PV)システム 

• 一般的な車両電子機器 

• 電源設計 

• フローティング電圧測定 

• 家庭用電化製品 

• 研究開発 

• 大学、一般エレクトロニクスおよび教育 
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各部の名称と説明 

 

● 測定入力リード:本体から伸びている入力テストリードは、プローブ本体から 26cmあります。テス

トリードを DUTに直接接続するか、必要に応じて 1mのエクステンダーリードやその他のアクセサ

リを使用します。最良のシグナルインテグリティのために、可能であればエクステンダーリードでリ

ードを延長しないことが適切です。エクステンダーリードを使用する場合は、ノイズを抑えるため帯

域幅制限を使用することをお勧めします。 

また可能であれば、DUT測定入力リードをツイストペアのようにねじるようにしてノイズ耐性を向

上させ、最高の周波数応答を得ることをお勧めします。エクステンダーリードを使用する場合は、可

能であればこれらも一緒にねじる必要があります。 

 

● 減衰率選択ボタン(ATTENUATION):プローブでサポートされている 2つの電圧範囲を選択するために

使用します(以下の表を参照)。オシロスコープのスケーリングを正しくするために、オシロスコープ

測定用入力リード 

最大差動入力電圧表記 

最大入力電圧表記（GND 基準） 

過負荷インジケータ 
減衰率インジケータ 

帯域幅インジケータ 

過負荷ブザー・On/Off 

インジケータ 

減衰率選択ボタン 

過負荷ブザーボタン 

出力 BNC 

帯域制限ボタン 

USB Type B コネクタ 
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のチャンネル設定にあるプローブ設定を減衰率の選択に合わせて変更します。正しいスケーリングの

ために、以下の減衰率に設定します。また選択した減衰率より 高すぎる電圧を印加するとプローブ

が損傷する可能性があります。DUTに接続する前に必ず電圧範囲を確認してください。 

プローブ 減衰率 電圧範囲 

T3HVD1500-70 

50× + 150 V 

500× + 1500 V 

T3HVD1500-200 

50× + 150 V 

500× + 1500 V 

T3HVD7000-100 

100× + 700 V 

1000× + 7000 V 

● 帯域制限ボタン(BANDWIDTH):プローブの全帯域幅または 5MHz帯域制限のいずれかを選択できま

す。  別の方法として、接続したオシロスコープの機能で帯域制限設定を使用することもできます。

ほとんどのオシロスコープには帯域制限機能があります。帯域幅を制限すると、帯域制限周波数以上

のノイズ信号を減衰することができます。 

● 過負荷ブザーボタン(AUDIBLE OVERRANGE):選択した減衰率の最大入力電圧を超えた信号が入力

されたことを示すブザーをオンまたはオフに設定します。過負荷ブザーが鳴った場合にはプローブの

損傷を防ぐために入力電圧を直ちに下げるか、プローブの減衰率が低電圧範囲で使用されている場合

は高電圧範囲に切り替えます。 

● 出力 BNCコネクタ：付属の BNC-BNCケーブルを使用して、BNCコネクタを持つ 1MΩ入力インピ

ーダンスを備えた任意のオシロスコープに接続できます。オシロスコープの入力インピーダンスが

50Ωに設定されている場合、測定されたオシロスコープの電圧は正しくありません。 

● USB Type Bコネクタ：T3HVDプローブの電源は、付属の USB電源またはオシロスコープに内蔵さ

れた USBコネクタから供給できます。プローブには、標準の Type-B USBインターフェースがあり

ます。 

付属アクセサリ 

 
T3HVD1500-70 および T3HVD1500-200 

ワニ口クリップ×2 

 
T3HVD7000-100 ワニ口クリップ x 2 

 
ピンサークリップ×2 

 
フッククリップ×2 
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1m エクステンダーリード×2 

 

 
1m  BNC - BNC ケーブル x 1 

 
1.5m  USB type A -  type B ケーブル（電源用） x 1 

 
 

アイテム T3HVD1500-70 T3HVD1500-200 T3HVD7000-100 

ワニ口クリップ(1) x 2 CAT III 1000V / CAT IV 600V 

ピンサークリップ×2 CAT III 1000V 

フッククリップ×2 CAT III 1000V 

エクステンダーリード x 2 1 m, CAT III 1000V 

BNC - BNCケーブル×1 1m 

USB電源ケーブル×1 1.5m 

電源アダプタ×1 USB 5V / 1A 

プローブ寸法 195mm x 65mm x 28 mm 

プローブ重量 216g 

入力リード長 28cm 17cm 28cm 

● T3HVDプローブキットには、USB電源も含まれています。付属の USBケーブルを使って T3HVDに

電源を供給できます。USB電源は複数の国で使用できるようにコンセントは複数の種類を用意して

います。日本用のコンセントを USB電源に組み込んで使用してください。 
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操作方法 

 

● まず BNC-BNCケーブルを使用してプローブをオシロスコープに接続します 。付属の USB電源と

USBケーブルを使い T3HVDプローブに電源を供給します。 

● 最低でも 30分ウォームアップしてください。また必要であればオフセット調整を行ってください。 

● 試験対象の電圧に合うように減衰率選択ボタン(ATTENUATION)を押して適切な減衰率 に設定します

。オシロスコープのカップリングを DC1MΩ、プローブ設定を選択した減衰率に合わせます。オシ

ロスコープの測定レンジを設定します。付属のアクセサリを使用して、測定用入力リードを試験対象

に接続します。 

● 測定後、プローブを試験対象から取り外し、USB電源を取り外してプローブの電源を切ります。 

オフセット調整 

プローブから出力される信号がドリフトしている場合は、次の方法でオフセットを調整できます。 

● プローブを 30分間ウォームアップします 。＋と－の測定用入力リードの先端をアクセサリなどで接

続し、プローブ出力が０Ｖを出力するようにします。オシロスコープと接続し、ドリフトの状態を確

認します。注意として、オシロスコープ側も起動直後はドリフトします。プローブのオフセットを確

認する際には、オシロスコープ側もウォームアップの時間を確保し、オシロスコープの垂直オフセッ

トを確認する必要があります。 

● T3HVDプローブの電源を一時的にオフにします。プローブの減衰率選択ボタンと帯域制限ボタンを

押したまま、プローブの電源を入れます。 

● 電源が再投入されると、プローブはテストモードになります。これは、過負荷インジケータライトが

点灯していることによって示されます。 減衰率選択ボタンと帯域制限ボタンから指を放します。 

● これで、プローブは高電圧用の減衰率のオフセットを調整する準備が整いました。減衰率選択ボタン

を押すと電圧オフセット値が大きくなり 、 帯域幅ボタンを押すと 電圧オフセット値が低くなります

。オフセットがゼロになるまでボタンを押して調整します。 

● 次に、過負荷ブザースイッチを押してプローブを低電圧用の減衰率に切り替えます。減衰率選択ボタ

ンを押すと電圧オフセット値が大きくなり 、 帯域幅 ボタンを押すと電圧オフセット値が小さくなり

ます。オフセットがゼロになるまでキーを調整します。 

● 過負荷ブザースイッチをもう一度押すと、電圧オフセット調整モードが終了し、プローブは通常の動

作モードに戻ります。 
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仕様 

仕様 
T3HVD1500-70/T3HVD1500-

200 
T3HVD7000-100 

帯域(-3dB) 

T3HVD1500-
70 

70MHz 
100MHz 

T3HVD1500-
200 

200MHz 

立ち上がり時間(10-90%) 

T3HVD1500-
70 

≦ 5ns 
≦ 3.5ns 

T3HVD1500-
200 

≦ 1.75ns 

精度 2% 2% 

減衰率 50x / 500x 100x / 1000x 

最大差動入力範囲(DC+PeakAC) 
50x ±150 100x ±700 

500x ±1500 1000x ±7000 

最大コモンモード電圧

(DC+PeakAC) 
±1500 ±7000 

最大入力電圧（安全規格） CAT II 1000 V / CAT III 600 V 
CAT I* 2300 V / CAT III 
1000 V 

入力インピー

ダンス 

シングルエン

ド 
5MΩ, < 4pF 20MΩ, 5pF 

差動入力間 10MΩ, < 2pF 10MΩ, 2.5 pF 

CMRR 

DC      > 80dB > 80dB 

100 kHz > 60dB > 60dB 

1 MHz > 50dB > 50dB 

ノイズ 
50 x  < 50 mV 100 x < 200 mV 

500 x  < 300 mV 1000 x < 1.2 V 

過電圧検出レベル 
50 x  ≧ 150 V 100 x ≧ 700 V 

500 x  ≧ 1500 V 1000 x ≧ 7000 V 

伝搬遅延 

プローブ ほぼ 9ns 

BNC-BNCケ

ーブル 
ほぼ 5ns 

帯域制限フィルタ > -3dB at 5 MHz 

プローブ終端負荷 > 100 kΩ 

電源 USB 5V / 1A ACアダプタ 

安全規格 IEC/EN 61010-031:2015 + AMD1:2018 

EMC規格 EN61326-1: 2013 

* IEC / EN 61010-031 / A1:2008に準拠した CAT I。IEC/EN 61010-031:2015 + AMD1:2018に準拠した

定格測定カテゴリはありません。 
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環境 
T3HVD1500-
70 

T3HVD1500-
200 

T3HVD7000-
100 

動作温度 0°C - 50oC 

保管温度 -30°C - 70°C 

動作湿度 < 85% 相対湿度 

保管湿度 < 90% 相対湿度 

動作高度 3000m 

保管高度 12000m 

汚染度 2、屋内使用のみ 

ディレーティングとバーンリミット特性 

オレンジ色の実線はプローブが損傷するリスク無しに入力できる最大入力電圧を示します。1MHz以上

の周波数では最大入力が下がります。 

青色の点線はオペレータがプローブの入力を操作している間にプローブの入力に印加可能な電圧です。

この制限を越えると、オペレータが怪我や火傷をする可能性があります。 

 

警告。 感電や火災の危険を避けるため、アクセサリを使用して高周波信号を測定すると

きは、バーンリミットに従ってください。 プローブまたはアクセサリの電圧またはカテ

ゴリの定格（いずれか小さい方）を超えないでください。 プローブの指ガードの後ろに

指を置いてください。 プローブ本体と出力ケーブルは、測定対象の回路から離してくだ

さい。 指定されたアクセサリのみを使用してください。 

 

T3HVD1500-70 および T3HVD1500-200 ディレーティングおよびバーンリミット 
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T3HVD7000-100ディレーティングおよびバーンリミット 
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プローブとアクセサリを組み合わせた電圧ディレーティング 

プローブとアクセサリを組み合わせたディレーティング最大入力電圧 (いずれかの入力をグランドに接

続)* 

 T3HVD1500-
70 

T3HVD1500-
200 

T3HVD7000-100 

ワニ口クリップ** CATII 1000V / CATIII 600V CAT III 1000V / CAT IV 600V 

ピンサークリップ CAT III 1000V 

フッククリップ CAT III 1000V 

エクステンダーリード CAT III 1000V 

* p.13の「IEC / EN 61010-031の定義」を参照してください。 

** ワニ口クリップのタイプはプローブモデルによって異なります、5ページのアクセサリ図を参

照してください。 

 

注意。 プローブの動作高度は、上記の付属品と一緒に使用すると 2000 m（6560フィー

ト）まで低下します。 

 

 

警告。 各アクセサリには、異なる測定（過電圧）カテゴリ（CAT）の定格があります。 

プローブの電圧および CAT定格は、対応する付属品とともに使用する場合は、上記の表

の値にディレーティングされます。 

 

 

注意。 プローブの動作高度は、上記の付属品と一緒に使用すると 2000 m（6560フィー

ト）まで低下します。 

 

 

警告。 すべてのプローブは、T3HVDプローブのアクセサリとともに使用できますが、プ

ローブの電圧および CAT定格は、アクセサリとともに使用する場合は、上記の表の値に

ディレーティングされます。 

 

 

警告。 感電や火災の危険を避けるため、電圧定格またはカテゴリ定格を超えないでくだ

さい。 プローブの指ガードの後ろに指を置いてください。 プローブ本体と出力ケーブル

は、測定対象の回路から離してください。 指定されたアクセサリのみを使用してくださ

い。 
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性能検証 

以下の表は、性能検証プロセスに必要なテスト機器を示しています。 

必要機材 必要とされる仕様 対象試験 

オシロスコープ 精度 < 1.5%、  

例: WaveSurfer 4000HD または HDO4000A

シリーズ 

プローブ出力を表示 

信号発生器/校正器 振幅精度 < 0.75%、立ち上がり時間 < 3ns 

(例:フルーク  Wavetech 910など) 

立ち上がり時間、

CMRR 

デジタルマルチメータ 最小 6.5桁 

(例: T3DMM6-5、Keithley2000) 

DC精度 

ピンサークリップ プローブアクセサリで供給 一般 

BNC アダプタ 

BNCオス⇔BNCメス Tコネクタ 

BNCオス⇔ダブルバインディングポスト 

BNCメス⇔ダブルバインディングポスト 

BNCオス⇔50Ω終端 

一般 

 

● プローブに電源を接続し、全ての測定器は 30分のウォームアップ時間を確保します。 

DC精度試験 

• T3HVDメスに”BNCオス⇔ダブルバインディングポスト”アダプタを接続し、バインディングポストに

マルチメータのテストリードを接続します。 

• T3HVD入力リード線を校正器の出力に直接、またはピンサークリップを使用して接続します。 

• T3HVDのプローブ感度を低電圧用の減衰率に設定し、以下の表に従って校正器から DC電圧を印加し

、出力電圧を DMMに記録します。よ高電圧用の減衰率についても測定を繰り返します。 

プローブ 減衰率 校正器出力電圧 期待値 計測値 

T3HVD1500-70, 
T3HVD1500-200 

50 x 5V 100mV±2mV  

500 x 50V 100mV±2mV  

T3HVD7000-100 100 x 10V 100mV±2mV  

1000 x 100V 100mV±2mV  
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立ち上がり時間試験 

• 校正器を高速の立ち上がり信号が出力されるように設定します。BNC Tコネクタを校正器の出力に取

り付けます。 50Ω終端を Tピースの一方に取り付け、もう一方を BNCオス⇔ダブルバインディング

ポスト・アダプタに取り付けます。プローブのリードをダブルバインディングポストに接続します。 

• 校正器の出力電圧を適切なレベルに設定してプローブで測定しますが、50Ω終端を損傷するほど高電

圧にする必要はありません。通常、50Ωの 1ワット終端では 7Vrms以下にする必要があります。 

• プローブ出力をオシロスコープに接続し、測定テーブルに従って各減衰率の立ち上がり時間を測定し

ます。注:この測定を行うには、十分な帯域幅のオシロスコープが必要です(以下の表の推奨オシロスコ

ープ帯域幅を参照)。 

• 測定後、プローブを DUTから取り外し、USB電源を取り外してプローブの電源を切ります。 

プローブ 減衰率 オシロ帯域 期待値 計測値 

T3HVD1500-70, 
 

50 x ≧ 350 MHz ≦ 5ns  

500 x ≧ 350 MHz ≦ 5ns  

T3HVD1500-200 50 x ≧ 1 GHz ≦ 1.75ns  

500 x ≧ 1 GHz ≦ 1.75ns  

T3HVD7000-100 100 x ≧ 500 MHz ≦ 3.5ns  

1000 x ≧ 500 MHz ≦ 3.5ns  

 

DCコモンモード除去比試験 

• T3HVDプローブを低電圧用の減衰率に設定し、T3HVDプローブの入力リードを DC電源または校正

器に接続します。 

• マルチメータを DCボルトに設定し、マルチメータのケーブル同士を接続してから、マルチメータの

オートゼロを実行します。 

• T3HVDプローブの出力 BNCを BNCオス⇔ダブルバインディングポスト・アダプタを使用して、マル

チメータに接続します。 

• DC 電源または校正器の出力を 500V DC に設定して出力します。マルチメータで測定した値を下の表

に記録します。 

 

警告。 DC電源、または校正器の出力をオフにしてから T3HVDプローブのリードを取り

外します。 

 

プローブ 減衰率 校正器出力電圧 期待値 計測値 

T3HVD1500-70, 
T3HVD1500-200 

50 x 500V DC ≦1mV  

T3HVD7000-100 100 x 500V DC ≦1mV  

 

 

警告。このテストでは、高電圧 500 V DC が使用されます。 安全にご注意ください。 す

べての接続が完了するまで、500 V DC 出力をオンにしないでください。 プローブを外す
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前に、500 V DC出力をオフにしてください。 DC電源、または校正器の出力をオフにし

てから T3HVDプローブのリードを取り外します。 

 

テスト記録フォーム 
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メンテナンス 

• プローブを清潔で乾燥した状態に保ちます。 

• 柔らかい乾いた布で拭いてください。化学薬品や液体は使用しないでください。 

• 使用しないときは、プローブを付属のケースに入れて保管してください。これは、プローブを清潔に

保つのに役立ちます。 

• プローブを落とさないでください これは衝撃を引き起こし、プローブを損傷する可能性があるためで

す。 

• 入力ケーブルに力を加えたり、過度にねじったり、曲げたり、引っ張ったりしないでください。 これ

により、入力ケーブルが損傷し、プローブの寿命が短くなる可能性があります。 
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製品の修理 

修理の必要が生じた製品は、テレダイン・レクロイ・ジャパン株式会社、または担当の代理店にご返却

ください。保証期間内の製品に関しては無償で修理いたします。保証期間を過ぎた製品に関しては、弊

社修理規定による修理費を請求させていただきます。 

 ご依頼は Web、または E-mailにて承ります。 

Web：http://www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html 

Email：lecroy.service.japan@teledyne.com 

製品番号と不良の内容をご確認ください。 

注意)保証期間は弊社販売履歴より判断します。 

 弊社サービス窓口 担当者よりご連絡させていただきます。 

お急ぎの方は、申し込み時のフォームにご記入の上、印刷した

ものを現品添付してご発送ください。 

 

 

 

 

 

お預かりしてから 1週間以内に診断結果を報告します。有償修

理の場合は、合わせて見積書をご案内させていただきます。診

断が難航し見積書提出までに 1週間以上を要する場合や症状が

表れていない時などにつきましても、1週間以内に途中経過を

報告いたします。 

注意)見積書ご確認の際はお支払条件をご確認ください。弊

社販売代理店でも修理依頼を承ります。 

 見積書承認欄への署名や注文書を弊社へ頂いた時点で作業着手

となります。 

キャンセルの場合、診断料や送料を含む費用の請求はございま

せん。診断のため、分解していることがあり、復旧までにお日

にちをいただきます。 

 作業完了後、ご指定の場所へ返却いたします。お申し込み時に

E-mailアドレスをご記入いただきますと、納品時に発送伝票番

号をお知らせします。 

修理校正のお申込み 

お預かり・発送 

診断及び見積のご案内 

キャンセル 作業着手 

作業完了～納品 

http://www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html
mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com
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ご請求先と返却先が同じ場合、納品時に請求書を合わせてお送

りします。請求先が異なる場合や代理店を通して修理をご依頼

いただいている場合は、後日請求書を指定先にお送りします。 

【その他ご連絡先、および御依頼品の送り先】 

テレダイン・レクロイ・ジャパン株式会社 サービスセンター 

〒183-0006 東京都府中市緑町 3-11-5芳文社府中ビル 3F 

TEL: 042-402-9401  FAX: 042-402-9583 

E-mail:  lecroy.service.japan@teledyne.com 

【修理を依頼する前にご確認いただきたい情報】 

・型式、シリアル番号 

・症状 

・現象を再現させるために必要な条件 (弊社で現象確認できない場合、そのまま返却しま

す。) 

・発生頻度 

 

mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com
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保証 

本製品はお客様に納入した時点から1年間、仕様範囲内における通常の使用および操作に対して保証さ

れています。予備部品、交換部品、および実施した修理に対する保証はすべて90日です。 

保証期間内修理とは、このオプションでレクロイは修理又は正規サービスセンター又はカストマサービ

ス部門に保障期間内で戻された部品で交換を行います。しかし、これはレクロイの試験により不良であ

ると確認された製品に限り行われます。また。その不良が誤用や注意を怠っている場合、異常な取り扱

い、正規サービスではない者による改造や修理に起因するものは除かれます。 

レクロイ社のサービスセンター等に製品を返送する際の送料や保険料はお客様の負担とします。保証対

象の製品を送付するときの送料はレクロイ社が前払いいたします。 

下記の保証条項は、明示的または暗黙的を問わず、他の一切の保証条項（特定の用途や商用性・適応性

に関する保証を含む。それらに限定されない）よりも優先されます。レクロイ社は、契約に明記されて

いるかどうかに関わらず、一切の間接損害、実害、偶発的損害、直接損害に関する責任を負いません。 
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参考 

IEC / EN 61010-031:2015の定義 

• 測定カテゴリ III(CAT III)は、建物の分電盤に直接接続された回路の測定に適用可能。 

• 測定カテゴリ II(CAT II)は、低電圧主電源設備の使用箇所(ソケットコンセントおよび類似の箇所)に直

接接続されている回路の測定に適用可能。 

• 定格測定カテゴリは、主電源に直接接続されていない他の回路には適用されません。 

• 汚染度 2は、通常は乾燥した非導電性汚染のみが発生する動作環境を指します。一時的な状態による

導電性が期待できます。 

• 注:規格の 2015バージョンでは、主電源に直接接続することを意図していない回路の測定カテゴリ

I(CAT I)定格が排除されています。ただし、この定格設計の変更は、2008年版の規格で最初に認定さ

れたプローブと比較した場合、新しいプローブ設計によって提供される測定能力または保護レベルを

低下させるものではありません。 

コモンモード除去比(CMRR) 

理想的な差動プローブ/増幅器はコモンモード成分を完全に除去して、差動信号だけを増幅できることで

す。実際の機器では理想のようにはいきません。コモンモード成分が若干出力に影響を与えます。 

コモンモード除去比（CMRR）は増幅器がコモンモード成分を除去できる能力を示しています。CMRR

は差動モード利得をコモンモード利得で割った値に等しくなります。コモンモード利得は 2つの入力に

同じ信号を入力し、コモンモード電圧だけが入力されている状態にします。出力された電圧をそのコモ

ンモードの電圧で割った値がコモンモード利得になります。CMRRは比率（例えば 10,000:1）、または

dB(例えば 80dB)で表されます。この値が高ければコモンモード成分を除去する能力が高いことを示し

ます。 

CMRR性能を決定づける第一の項目は＋と－の入力ペア間の相対的なゲインマッチングによります。差

動アンプの入力アッテネータの正確なマッチングにより高い CMRRを得ることができます。そのマッ

チングは DCアッテネーションと ACアッテネーションを決めるキャパシタンスが含まれます。コモン

モード成分の周波数が高くなるにつれて、AC成分を決定する浮遊寄生容量やインダクタンスの影響が

顕著になります。そのため、通常 CMRRは周波数を横軸にしたグラフで表されます。 

CMRRのグラフの中でコモンモード成分は正弦波を仮定しています。実際の測定では、コモンモード成

分が純粋な正弦波になることはありません。パルス波形を含む信号はパルス波形の周期に対してより高

い周波数成分を持っています。CMRRのグラフで実際の影響を予想することは困難です。このグラフは

他のプローブやアンプとの相対的な比較のために使用してください。 
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差動モードとコモンモード 

差動プローブは＋と－の入力間の差の電圧を検出します。これは差動、または標準モード電圧と呼ばれ

ます。グランド基準の電圧成分はアンプにより両方の入力に同じ成分で入力されている場合は、除去さ

れます。これはコモンモード電圧と呼ばれ、次のような式で表すことができます。 

差動モード ＝  𝑉+𝐼𝑛𝑝𝑢𝑡 − 𝑉−𝐼𝑛𝑝𝑢𝑡 

 

コモンモード =  
𝑉+𝐼𝑛𝑝𝑢𝑡 +  𝑉−𝐼𝑛𝑝𝑢𝑡

2
 

差動モード入力範囲とコモンモード入力範囲 

差動モード入力範囲はアンプをオーバーロードしない＋と－の間にかけることのできる最大電圧です。

その電圧を超えると、波形がクリッピングや歪みが生じる可能性があります。 

コモンモード入力範囲はどちらの入力にも加えることができるアースグランドを基準にした最大電圧で

す。コモンモード電圧範囲を超えると、予期しない測定結果になります。コモンモード信号は通常は取

り除かれ、オシロスコープに表示されません。誤ってコモンモード範囲を超えないようにしてくださ

い。 
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適合規格 

テレダイン・レクロイは、発行日現在、以下の規格に準拠していることを証明します。今後規格が更新

される可能性があり、最新の規格には準拠できていない可能性があります。現在の認証については、製

品に同梱されている適合宣言書を参照してください。 

EC適合宣言書 - EMC  

• 欧州共同体 

本製品は製品安全性に関する EC指令 2014/30/ECに適合します。互換性 本製品は、欧州共同体の

公式ジャーナルに記載されている以下の仕様に適合します。EN 61326-1:2013,  電子計測、制御、

実験室使用機器への EMC 要件 1,2,3 

1. 本製品は住宅地以外のエリアでの使用を想定しています。住宅地での使用には電磁波障害を

引き起こすことがあります。 

2. 本プローブが試験対象物に接続されている場合、この規格で要求されるレベルを超えてエミ

ッションが発生する場合があります。 

3. 該当する全ての EMC 規格への準拠を確実にするために、高品質のシールド付きインタフェ

ースケーブルを使用する必要があります。 

• 欧州連絡先：* 

Teledyne LeCroy Europe GmbH Im Breitspiel 11c 
D-69126 Heidelberg 
Germany 
Tel: + 49 6221  82700 

• オーストラリアおよびニュージーランド 

本プローブはオーストラリアの通信およびメディア局（ACMA）により規定された要件に従って以

下の規格ごとに電波通信法の EMC規定に適合しています： 

AS/NZS CISPR 11:2011放射および伝導、グループ１、クラス A 

• オーストラリア／ニュージーランド連絡先:*  

RS Components Pty Ltd. 
Suite 326 The Parade 
West 
Kent Town, South 
Australia 5067 

RS Components Ltd. 
Unit 30 & 31 Warehouse World 
761 Great South Road 
Penrose, Auckland, New 
Zealand 
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EC適合宣言書 - 低電圧 

本製品は製品安全性に関する EC指令 2014/35/ECに適合します。本製品は、欧州共同体の公式ジャー

ナルに記載されている以下の仕様に適合します。 

IEC/EN 61010-031:2015電子計測、制御、実験室使用電子機器への安全性要件 － パート 031 :電子計測

および試験の為のハンドヘルド・プローブ・アッセンブリの安全要件 
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環境適合 

使用済み機器の取り扱い  

本器には、電気・電子機器廃棄物（WEEE）およびバッテリに関する指令 2012/19/EC お

よび 2013/56/ECへの欧州連合の要件に準拠していることを示す記号が付いています。 

本機器は国や地域によって異なる廃棄・リサイクル規制の対象となります。 多くの国で

は一般的な廃棄物として電子機器を廃棄することを禁じています。お客様の Teledyne 

LeCroy 製品の適切な処分とリサイクルの詳細につきましては teledynelecroy.com/recycle 

をご参照ください。 

 

有害物質規制(RoHS) 

本機器とアクセサリは 2011/65/EU RoHS2 指令に準拠しています。ただし工業用監視/制御機器として

分類されているため(項目 3、段落 24による）および 2017年 7月 22日まで免除されます。（項目 4、段

落 3による） 

 

中国 RoHS 2 

特に指定がない限り、すべての材料とプロセスは中国 RoHS 2の最新要件に準拠しています。機器に含

まれる有害物質は、規格 SJ / T 11364-2014(電子および電気製品における有害物質のトリクト使用のた

めのマーキング)および GB / T 26572-2011(電気および電子製品中の特定の制限物質の濃度制限に関する

要件)に従って開示されています。機器には、適切な環境フレンドリー使用期間(EFUP)記号が付いてい

ます。梱包材には、適切なリサイクルラベルが含まれています。以下の物質開示表(中国語と英語)は、

必要なコンプライアンス情報を提供します。 
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